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語
り
本
『
平
家
物
語
』
の
一
つ
で
あ
る
康
豊
本
は
、
早
く
か
ら
そ
の
存
在
を

知
ら
れ
て
い
た
が
、
十
分
に
検
討
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
ず
、
な
お
未
解
決
の

問
題
を
多
く
抱
え
る
本
で
あ
る
。
小
稿
で
は
ま
ず
（
一
）
研
究
史
の
確
認
と
書

誌
な
ど
の
基
礎
的
問
題
、
（
二
）
木
村
良
一
奥
書
の
問
題
、
（
三
）
巻
一
本
文
の

問
題
、
（
四
）
「
三
善
康
豊
」
と
成
立
時
期
の
問
題
に
つ
い
て
筆
者
の
調
査
の
範

囲
で
判
明
し
た
こ
と
を
報
告
し
、
同
本
の
性
格
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
な
お
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

こ
れ
は
筆
者
の
京
師
本
系
『
平
家
物
語
』
伝
本
研
究
の
一
環
で
あ
る
。

、
基
礎
的
問
題

　
康
豊
本
と
は
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
・
伝
三
善
康
豊
筆
本
と
彰
考
館
文
庫
蔵
本
と

を
一
括
し
て
呼
ぶ
呼
称
で
あ
る
。
こ
の
両
者
を
康
豊
本
と
し
て
最
初
に
紹
介
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
の
は
山
田
孝
雄
氏
『
平
家
物
語
考
』
で
あ
っ
た
。
同
書
は
、
第
一
門
第
四
類

の
中
で
、
康
豊
本
は
同
類
の
京
師
本
に
酷
似
す
る
が
、
「
堂
供
養
」
を
有
す
る

点
に
お
い
て
重
要
な
相
違
が
あ
る
の
で
別
の
一
種
を
立
て
る
と
し
て
同
類
第
十

二
種
に
分
類
し
、
詳
し
い
解
説
を
載
せ
て
い
る
。
そ
の
要
点
は
私
意
に
要
約
す

れ
ば
概
ね
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
康
豊
本
の
主
な
特
色
は
全
て
こ
こ
で
指

摘
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

¢
尊
経
閣
・
彰
考
館
両
本
と
も
各
巻
末
に
「
上
野
介
康
豊
」
の
署
名
が
あ
り
、

　
そ
の
体
裁
は
彰
考
館
蔵
の
『
保
元
物
語
』
・
『
平
治
物
語
』
の
康
豊
本
（
鎌
倉

　
　
　
　
　
　
　

　
本
と
も
称
す
る
）
と
同
様
で
あ
る
こ
と
。
『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
に
言
う

　
「
鎌
倉
本
平
家
物
語
」
と
は
、
こ
の
康
豊
本
『
平
家
物
語
』
で
あ
る
こ
と
。

　
巻
十
二
末
尾
に
「
一
部
之
外
」
と
し
て
灌
頂
巻
を
置
く
こ
と
。

　
巻
一
に
「
堂
供
養
」
、
巻
十
一
に
「
鏡
之
沙
汰
」
が
あ
り
、
前
者
は
如
白
本

　
な
ど
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

＠
彰
考
館
本
巻
五
に
は
慶
長
十
六
年
の
木
村
良
一
奥
書
の
影
写
及
び
そ
れ
に
関

　
す
る
彰
考
館
の
識
語
が
あ
る
こ
と
。



＠
巻
六
末
尾
に
は
京
師
本
と
同
様
の
注
記
を
伴
っ
た
国
綱
沙
汰
の
増
補
が
あ
る

　
こ
と
。

＠
彰
考
館
本
の
原
本
は
尊
経
閤
本
と
も
微
妙
に
違
い
、
両
者
の
祖
本
は
さ
ら
に

　
別
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
が
、
尊
経
閣
本
は
「
少
く
も
室
町
時
代
中
期
頃
の
も

　
の
な
る
べ
く
思
は
」
れ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
匡

　
そ
の
後
、
高
橋
貞
一
氏
は
、
尊
経
閣
本
は
室
町
末
期
写
、
彰
考
館
本
は
江
戸

中
期
写
と
す
る
な
ど
、
基
本
的
な
書
誌
事
項
に
つ
い
て
新
見
を
加
え
た
上
で
、

康
豊
本
そ
の
も
の
は
「
本
文
か
ら
謂
へ
ば
室
町
中
期
以
後
の
も
の
」
と
し
た
。

　
　
　
　
　
¢

渥
美
か
を
る
氏
は
木
村
良
一
奥
書
に
ふ
れ
、
一
方
流
の
展
開
に
つ
い
て
推
論
を

展
開
す
る
と
共
に
、
「
諸
本
記
事
対
照
表
」
に
康
豊
本
の
項
目
を
設
け
て
章
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

単
位
の
異
同
を
明
ら
か
に
し
た
。
冨
倉
徳
次
郎
氏
は
、
妙
観
派
の
台
本
と
称
す

る
木
村
良
一
奥
書
を
有
す
る
康
豊
本
が
、
「
堂
供
養
」
と
「
鏡
」
を
有
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
７
－
一

と
か
ら
、
妙
観
派
の
語
り
に
つ
い
て
推
測
を
加
え
た
。
山
下
宏
明
氏
は
一
方
流

現
存
伝
本
を
五
分
類
す
る
中
で
、
彰
考
館
蔵
本
を
下
村
本
系
、
尊
経
閣
文
庫
蔵

本
を
流
布
本
系
に
分
類
さ
れ
た
。
両
本
を
別
系
統
に
分
け
た
こ
と
は
理
解
し
難

く
、
あ
る
い
は
何
か
の
誤
り
か
と
思
わ
れ
る
が
、
根
拠
は
特
に
示
さ
れ
て
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曾

い
の
で
検
討
で
き
な
い
。
信
太
周
氏
は
巻
六
に
付
載
さ
れ
る
「
国
綱
沙
汰
」
の

問
題
を
取
り
上
げ
、
本
文
が
覚
一
本
と
は
異
な
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
さ
れ
た
。

管
見
に
入
る
限
り
、
康
豊
本
に
関
す
る
従
来
の
研
究
は
右
の
通
り
で
あ
る
。

　
さ
て
、
尊
経
閣
・
彰
考
館
両
本
の
基
本
的
書
誌
は
、
山
田
・
高
橋
両
氏
に
よ

　
　
　
　
　
康
豊
本
『
平
家
物
語
』
の
諸
問
題

っ
て
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
繰
り
返
さ
な
い
が
、
必
要
な
点
に
っ
い
て
補

足
・
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
尊
経
閣
本
の
書
写
年
代
だ
が
、
山
田
氏
の
「
少
く
も
室
町
時
代
中
期
頃

の
も
の
」
に
対
し
、
高
橋
氏
の
「
室
町
末
期
写
」
と
の
見
解
の
相
違
が
あ
る
。

も
っ
と
も
、
現
在
、
同
本
は
丁
寧
な
補
修
が
施
さ
れ
て
お
り
、
補
修
の
前
と
後

と
で
は
印
象
も
異
な
る
だ
ろ
う
し
、
「
室
町
」
の
用
法
に
も
揺
れ
は
有
り
得
る
。

も
と
よ
り
、
書
写
年
代
の
鑑
定
に
関
し
て
こ
の
両
先
学
の
見
解
の
上
に
筆
者
の

感
想
な
ど
を
添
え
て
も
無
意
味
だ
が
、
筆
者
は
後
述
の
よ
う
に
別
の
材
料
も
勘

案
し
て
、
お
お
よ
そ
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
中
頃
の
問
の
写
本
か
と
考
え

て
い
る
。

　
次
に
、
康
豊
本
の
名
称
の
由
来
で
あ
る
「
康
豊
」
と
尊
経
閣
本
と
の
関
わ
り

の
問
題
。
同
本
は
各
巻
末
に
「
上
野
介
康
豊
」
と
同
一
筆
跡
の
署
名
が
あ
り

一
高
橋
氏
は
こ
の
署
名
を
「
識
語
」
と
し
て
紹
介
す
る
）
、
巻
四
・
巻
十
一
の
巻

末
に
は
花
押
も
あ
る
こ
と
、
ま
た
巻
一
表
紙
見
返
し
に
「
鎌
倉
問
注
所
蔵
書

云
々
上
野
介
康
豊
筆
」
と
朱
書
、
朕
の
題
蜜
に
「
問
注
所
蔵
書
」
と
あ
る
こ
と

は
山
田
氏
の
指
摘
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
、
署
名
の
筆
跡
が
同
一
で
あ
る
の
に

比
べ
て
、
物
語
本
文
の
文
字
は
十
二
巻
全
体
が
一
筆
と
は
必
ず
し
も
思
え
な
い
。

康
豊
は
、
或
は
書
写
の
統
括
者
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
仮
に
そ
う

だ
と
し
て
も
、
康
豊
が
現
存
尊
経
閣
本
そ
の
も
の
に
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
は

低
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
山
田
氏
は
〕
一
者
原
づ
く
所
の
根
原
の
本
は
な
ほ
他
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康
豊
本
『
平
家
物
語
－
の
諸
問
題

に
存
す
べ
し
」
と
さ
れ
、
高
橋
氏
は
「
三
善
康
豊
と
は
所
伝
に
よ
つ
て
記
載
し

た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
」
と
さ
れ
る
。
確
か
に
、
巻
一
表
紙
見
返
し
や
峡
題

簑
の
記
載
は
一
種
の
伝
承
と
言
う
べ
き
で
は
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
れ
と
「
参
考

源
平
盛
衰
記
』
の
「
鎌
倉
本
、
問
注
所
上
野
介
三
善
康
豊
自
書
者
」
と
の
記
述

の
照
応
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
伝
承
の
信
患
性
は
か
な
り
強
い
と
思
わ
れ
る
。
後

述
の
よ
う
に
、
室
町
時
代
の
鎌
倉
の
問
注
所
に
三
善
康
豊
な
る
人
物
が
い
た
可

能
性
は
決
し
て
低
く
な
い
。
そ
の
康
豊
が
尊
経
閣
本
の
書
写
自
体
に
関
わ
っ
た

こ
と
を
疑
う
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
署
名
を
伝
本
所
持
者
の
識
語
と
見

て
、
康
豊
は
こ
の
伝
本
の
完
成
後
、
単
に
そ
れ
を
入
手
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
い

う
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
筆
者
は
む
し
ろ
右
記
の
よ
う
な
伝
承
に

乗
る
形
で
、
康
豊
自
身
も
書
写
に
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。

伝
本
自
身
と
『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
が
一
致
し
て
語
る
「
康
豊
筆
」
と
の
伝
承

を
疑
う
に
足
る
根
拠
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
言
え
ば
、
山
田
氏
は
尊
経
閣
本
を
室
町
中
期
の
書
写
と
し
つ
つ
、
さ

ら
に
そ
の
祖
本
を
想
定
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
高
橋
氏
が
指
商
さ
れ
た
よ
う
に
、

康
豊
本
の
本
文
は
そ
れ
ほ
ど
古
い
も
の
で
は
な
い
。
康
豊
本
が
巻
一
を
除
い
て

京
師
本
本
文
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
だ
が
、
京
師
本
の
諸
伝
本
は
巻

六
末
尾
付
載
の
「
国
綱
沙
汰
」
の
注
記
の
中
に
ト
一
検
校
の
名
を
見
せ
て
い
る
。

『
職
代
記
』
に
よ
れ
ば
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
に
没
し
た
ト
一
の
名
が
見

え
る
こ
と
は
、
京
師
本
本
文
の
成
立
を
十
五
世
紀
前
半
の
成
立
と
は
考
え
に
く
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い
も
の
と
し
て
い
る
。
ま
し
て
、
後
述
の
よ
う
に
そ
の
京
師
本
が
端
本
と
な
っ

て
八
坂
系
四
類
本
と
取
り
合
わ
さ
れ
た
康
豊
本
が
、
十
五
世
紀
中
頃
ま
で
に
成

立
し
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
低
い
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
、
室
町
写
本
た
る
尊

経
閣
本
を
さ
ら
に
遡
る
康
豊
本
原
本
が
存
在
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
そ
の
意

味
で
も
山
田
氏
の
説
は
成
り
立
ち
に
く
い
わ
け
で
あ
る
。

　
で
は
、
尊
経
閣
・
彰
考
館
両
本
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う

か
。
右
記
の
よ
う
に
、
山
田
氏
は
両
本
の
共
通
祖
本
を
想
定
さ
れ
て
い
る
の
だ

が
、
筆
者
は
尊
経
閣
本
が
康
豊
の
関
わ
っ
た
原
本
で
あ
る
と
の
想
定
を
と
り
、

従
っ
て
、
彰
考
館
本
は
そ
の
直
接
の
写
し
か
否
か
は
別
と
し
て
も
、
そ
の
子
孫

の
位
置
に
あ
る
と
考
え
た
い
。
山
田
氏
の
論
拠
は
、
両
者
の
字
詰
め
が
完
全
に

は
一
致
し
な
い
の
で
彰
考
館
本
が
尊
経
閣
本
の
忠
実
な
影
写
と
は
言
え
な
い
と

い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
字
詰
め
の
不
一
致
は
、
こ
の
問
題
の
決
定
的
な
論
拠

に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
筆
者
は
む
し
ろ
、
尊
経
閣
本
の
異
本
注

記
が
、
彰
考
館
本
で
は
取
捨
選
択
の
上
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る

点
を
重
視
し
た
い
。
則
ち
、
尊
経
閣
本
の
巻
一
に
は
朱
・
墨
に
よ
る
異
本
注
記

の
書
き
込
み
が
多
い
が
、
彰
考
館
本
に
は
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
（
彰
考
館
本

に
も
書
き
込
み
は
あ
る
が
、
異
本
注
記
と
見
ら
れ
る
も
の
は
少
な
い
）
。
そ
し

て
、
両
者
を
比
較
す
る
と
、
例
え
ば
（
以
下
、
〈
Ｖ
内
は
傍
書
）
、

（
尊
）
六
オ
「
無
詮
く
由
イ
　
朱
Ｖ
と
や
〈
思
ハ
レ
ケ
ン
ィ
　
朱
〉
」

（
彰
）
六
ウ
「
無
由
と
や
思
わ
れ
け
む
」



の
よ
う
に
尊
経
閣
本
の
異
本
注
記
の
方
の
本
文
に
彰
考
館
本
が
一
致
す
る
箇
所

が
多
い
一
方
で
、

（
尊
）
二
〇
オ
「
初
当
有
し
中
々
〈
ナ
カ
ラ
ィ
　
朱
Ｖ
に
少
も
違
ぬ
を
御
覧
し

て
」

（
彰
）
二
一
ニ
オ
「
初
当
有
し
中
々
に
少
も
違
ぬ
を
御
覧
し
て
」

の
よ
う
に
異
本
注
記
で
は
な
い
本
文
の
方
に
一
致
す
る
箇
所
も
い
く
つ
か
認
め

ら
れ
、
さ
ら
に
、

（
尊
）
六
オ
「
近
来
く
中
比
イ
　
朱
Ｖ
」

（
彰
）
六
ウ
「
近
来
く
中
比
イ
　
朱
Ｖ
」

の
よ
う
に
、
尊
経
閣
本
の
異
本
注
記
が
そ
の
ま
ま
彰
考
館
本
に
も
存
す
る
例
も

僅
か
な
が
ら
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
彰
考
館
本
本
文
が
、
異
本
注
記
の

書
き
込
ま
れ
た
形
の
尊
経
閣
本
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
な
お
、
尊
経
閣
本
の
書
き
込
み
の
朱
墨
の
別
は
、

特
に
彰
考
館
本
の
取
捨
に
関
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
）
。

　
以
上
、
不
十
分
な
考
察
で
は
あ
る
が
、
筆
者
は
、
尊
経
閣
本
が
三
善
康
豊
自

身
な
い
し
そ
の
周
辺
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
康
豊
本
原
本
そ
の
も
の
で
あ
り
、

彰
考
館
本
は
そ
の
子
な
い
し
孫
の
位
置
に
あ
る
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

二
、
木
村
良
一
奥
書
の
問
題

康
豊
本
の
う
ち
、

　
　
　
　
康
豊
本

彰
考
館
本
の
巻
五
末
尾
に
木
村
良
一
奥
書
の
あ
る
こ
と
は
、

『
平
家
物
語
』
の
諸
問
題

右
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
先
行
の
研
究
の
中
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で

既
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
訓
点
を
私
に
補
っ
て
掲
げ
て
お
く
。

　
　
平
家
物
語
者
草
案
・
中
書
・
清
書
此
三
之
有
二
転
々
一
。
右
之
一
部
者
、

　
　
被
レ
納
二
置
禁
裏
一
清
書
之
御
本
、
明
石
覚
都
申
請
、
塩
小
路
桂
都
令
二
相

　
　
伝
イ
従
二
桂
都
一
井
口
蒼
都
糀
雛
相
伝
ム
矢
。
世
人
謂
雲
井
本
是
也
。
従
二
蒼

　
　
都
一
五
代
之
末
、
富
安
勅
都
依
レ
為
二
古
今
無
双
之
達
者
一
広
瀬
計
都
令
二

　
　
懇
望
一
以
二
一
口
一
書
立
畢
。
妙
観
一
流
用
レ
之
来
。
予
従
二
計
都
一
右
之
本

　
　
相
伝
之
上
、
数
篇
校
合
、
愚
意
猶
不
審
之
所
少
々
、
借
二
高
山
誕
都
了
簡

　
　
以
究
所
之
本
一
書
写
井
三
令
二
校
合
一
詑
。
為
二
妙
観
一
流
之
証
本
↓
或
人

　
　
依
二
御
所
望
一
難
二
渥
多
軌
加
二
卑
詞
一
而
己
。

　
　
　
慶
長
十
六
辛
亥
孟
春
仲
旬
日
　
木
村
検
校
良
一
（
印
）

主
要
な
部
分
は
、
「
平
家
物
語
に
は
草
案
・
中
書
・
清
書
の
三
種
が
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
の
禁
裏
に
納
め
ら
れ
た
清
書
本
（
雲
井
本
）
を
、
覚
都
（
覚
一
）
が

申
し
請
け
て
桂
都
に
伝
え
、
桂
都
か
ら
蒼
都
に
伝
え
た
。
さ
て
蒼
都
か
ら
五
代

の
富
安
勅
都
は
無
双
の
上
手
だ
っ
た
の
で
、
広
瀬
計
都
が
懇
望
し
て
そ
の
語
り

を
筆
録
し
、
そ
れ
が
妙
観
派
に
代
々
伝
わ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
木
村
検

校
良
一
が
校
合
し
た
上
で
高
山
誕
都
の
本
を
も
借
り
て
不
審
の
箇
所
を
訂
し
、

妙
観
一
流
の
証
本
と
し
た
」
と
い
う
よ
う
に
要
約
で
き
よ
う
か
。
一
方
流
の
証

本
や
流
派
意
識
に
関
す
る
伝
承
、
特
に
妙
観
派
の
語
り
に
つ
い
て
の
考
察
材
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
考
え
て
お
き
た
い
の
は
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五



　
　
　
　
　
康
豊
本
『
平
家
物
語
』
の
諸
問
題

の
内
容
よ
り
も
む
し
ろ
、
こ
の
奥
書
と
康
豊
本
と
の
関
係
如
何
で
あ
る
。
例
え

ば
渥
美
氏
は
こ
れ
を
康
豊
本
と
は
切
り
離
し
て
、
現
存
し
な
い
「
木
村
良
一
検

校
本
」
の
奥
書
と
し
て
扱
っ
た
が
、
冨
倉
氏
は
こ
の
奥
書
に
よ
っ
て
康
豊
本
を

妙
観
派
の
台
本
と
見
て
論
を
進
め
た
。
こ
の
点
は
ど
う
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う

か
。　

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
奥
書
に
続
い
て
記
さ
れ
て
い
る
、
寛
政
二
年
（
一

七
九
〇
）
の
彰
考
館
識
語
を
問
題
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
文
は
次
の
通
り
で

あ
る
（
句
読
点
私
意
）
。

　
　
塙
検
校
保
己
一
所
蔵
古
本
平
家
物
語
、
全
康
豊
本
平
家
物
語
同
。
而
別
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
一
本
題
云
平
家
物
語
一
部
之
外
。
康
富
本
無
平
家
秘
奥
平
家
宗
論
中
所
載

　
　
者
與
之
合
。
乃
写
其
敗
干
此
云
。

　
　
　
　
寛
政
庚
戌
之
夏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彰
考
館
識

「
塙
検
校
保
己
一
所
蔵
の
古
本
平
家
物
語
は
全
く
康
豊
本
に
等
し
い
。
と
こ
ろ

で
、
塙
検
校
は
別
に
『
平
家
物
語
一
部
之
外
』
な
る
一
本
を
所
蔵
し
て
い
る
。

こ
の
『
一
部
之
外
』
が
、
康
豊
本
の
欠
く
平
家
宗
論
を
載
せ
て
い
る
の
は
、
康

豊
本
と
合
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
賊
文
を
こ
こ
に
写
し

て
お
く
」
と
い
っ
た
よ
う
に
解
釈
で
き
よ
う
か
。
即
ち
、
こ
の
「
奥
書
」
は
本

来
康
豊
本
に
存
し
た
も
の
で
は
な
く
、
塙
検
校
が
康
豊
本
近
似
写
本
と
共
に
所

持
し
て
い
た
「
平
家
物
語
一
部
之
外
」
所
載
の
敗
文
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
こ
の
「
平
家
物
語
一
部
之
外
」
と
は
何
か
。
「
一
部
之
外
」
は
、
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

豊
本
で
も
灌
頂
巻
を
指
し
て
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
通
常
の
巻
以
外
の
部
分

を
指
す
名
称
だ
が
、
「
平
家
宗
論
」
を
含
む
「
一
部
之
外
」
と
は
、
抽
書
．
抜

書
の
類
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
考
え
る
上
で
最
大
の
手
が
か
り
を
提
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

し
て
く
れ
る
の
が
、
佐
久
間
家
本
（
三
春
秋
田
祐
筆
家
本
）
で
あ
る
。
こ
れ
は

従
来
、
学
界
に
あ
ま
り
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
本
な
の
で
、
多
少
注
記
を
加
え
て

お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
佐
久
問
家
本
は
三
春
秋
田
藩
の
祐
筆
の
家
柄
と
言
わ
れ

る
佐
久
問
家
に
伝
来
し
、
現
在
は
佐
久
問
悠
氏
の
所
蔵
だ
が
、
福
島
県
田
村
郡

の
三
春
町
歴
史
民
俗
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
、
江
戸
初
期
頃
の
書
写
か
と

見
ら
れ
る
写
本
で
あ
り
、
別
冊
を
含
め
十
三
冊
の
完
本
で
あ
る
。
佐
久
問
家
本

は
、
現
在
東
北
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
三
春
秋
田
家
旧
蔵
本
（
伝
秋

　
　
　
　
＠

田
実
季
筆
本
）
と
、
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
佐
久
問
家

本
と
三
春
秋
田
家
本
と
は
、
本
文
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
表
紙

　
　
　
＠

（
押
発
装
あ
り
）
、
題
蜜
、
書
背
を
包
む
金
欄
等
、
装
丁
に
お
い
て
も
よ
く
似
て

お
り
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
じ
圏
内
で
作
ら
れ
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。
も
っ
と

も
筆
者
は
十
分
な
調
査
を
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
両
本
の
関
係
に
つ
い
て

結
論
を
出
し
得
る
立
場
で
は
な
い
が
、
佐
久
問
家
本
に
見
ら
れ
る
異
本
注
記
等

の
書
き
込
み
が
三
春
秋
田
家
本
に
は
取
捨
選
択
の
上
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、
草
稿
的
な
佐
久
問
家
本
を
清
書
し
た
の
が
三
春
秋
田
家

旧
蔵
本
で
は
な
い
か
と
い
う
鈴
木
則
郎
氏
の
見
解
が
穏
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
佐
久
問
家
本
・
三
春
秋
田
家
本
の
本
文
は
一
方
流
で
、



部
分
に
よ
り
下
村
本
・
葉
子
本
に
近
い
箇
所
が
各
々
見
受
け
ら
れ
る
が
、
全
体

と
し
て
は
下
村
本
で
も
葉
子
本
で
も
な
い
、
混
態
的
な
独
自
本
文
か
と
思
わ
れ

る
。
一
方
流
の
中
で
特
に
康
豊
本
や
京
師
本
に
近
い
と
は
言
え
な
い
。

　
さ
て
、
こ
の
佐
久
問
家
本
は
巻
十
二
の
奥
書
と
し
て
彰
考
館
蔵
康
豊
本
と
同

文
同
書
体
の
木
村
良
一
奥
書
を
有
し
一
三
春
秋
田
家
本
に
は
無
い
一
、
十
二
巻

の
他
に
、
宗
論
・
剣
・
鏡
・
願
文
・
延
喜
聖
代
か
ら
成
る
別
冊
「
平
家
物
語
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

部
之
外
」
を
付
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
木
村
良
一
奥
書
が
「
一
部
之
外
」
で
は

な
く
巻
十
二
に
あ
る
こ
と
を
除
い
て
、
彰
考
館
蔵
康
豊
本
識
語
の
言
う
塙
検
校

本
「
平
家
物
語
一
部
之
外
」
の
特
徴
に
近
い
も
の
と
言
え
よ
う
。
本
来
、
木
村

良
一
奥
書
は
こ
の
佐
久
間
家
本
の
如
き
本
に
付
さ
れ
て
い
た
が
、
巻
十
二
末
尾

で
は
な
く
別
冊
「
平
家
物
語
一
部
之
外
」
付
載
の
形
で
伝
わ
っ
て
い
た
も
の
も

あ
り
、
そ
う
し
た
別
冊
が
た
ま
た
ま
塙
検
校
の
も
と
で
康
豊
本
の
一
つ
と
出
会

っ
た
た
め
に
彰
考
館
蔵
康
豊
本
の
巻
五
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
そ
の
よ
う
に
推
測
で
き
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
奥
書
」
は
本
来

康
豊
本
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
康
豊
本
の
素
姓
を
こ
の
「
奥
書
」
と
結
び
っ
け

て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
木
村
良
一
奥
書
に
つ
い
て

考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
手
が
か
り
は
康
豊
本
よ
り
も
佐
久
問
家
本
に
多
く
求
め

る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
も
っ
と
も
、
佐
久
問
家
本
が
木
村
良
一
奥
書
の
記
さ
れ
た
原
本
で
あ
る
と
即

断
で
き
る
わ
け
で
も
な
い
。
秋
田
実
季
が
自
ら
『
平
家
物
語
』
を
書
写
し
た
と

　
　
　
　
　
康
豊
本
『
平
家
物
語
』
の
諸
問
題

す
れ
ば
、
そ
の
時
期
は
慶
長
八
年
一
ニ
ハ
〇
三
一
伊
勢
朝
熊
に
籠
居
し
て
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
に
死
去
す
る
ま
で
の
問
が
有
力
だ
ろ
う
し
、
木
村
良

一
が
こ
の
奥
書
を
記
し
た
慶
長
十
六
年
は
そ
の
推
測
に
ち
ょ
う
ど
程
よ
い
頃
で

は
あ
る
の
で
、
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
「
木
村
良
一
が
校
訂
を
施
し
た

末
に
秋
田
実
季
に
献
上
し
た
の
が
佐
久
間
家
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
」
と
い

っ
た
推
測
さ
え
試
み
て
み
た
く
な
る
の
だ
が
、
し
か
し
、
そ
う
し
た
推
論
に
否

定
的
な
材
料
と
し
て
、
彰
考
館
蔵
康
豊
本
は
「
良
一
」
の
署
名
の
下
に
そ
の
印

と
見
ら
れ
る
も
の
を
写
し
と
っ
て
い
る
が
、
佐
久
問
家
本
に
は
こ
の
印
が
無
い

と
い
う
問
題
が
あ
る
。
彰
考
館
蔵
識
語
の
言
う
塙
検
校
所
持
「
平
家
物
語
一
部

之
外
」
は
、
印
を
有
す
る
分
、
佐
久
間
家
本
よ
り
も
木
村
良
一
奥
書
の
本
来
の

姿
を
よ
り
よ
く
伝
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
既
に
記
し
た
よ
う
に
塙
検
校

所
持
本
が
奥
書
を
「
一
部
之
外
」
に
記
し
て
い
た
ら
し
い
の
に
対
し
、
佐
久
問

家
本
は
巻
十
二
末
尾
に
記
す
と
い
う
違
い
も
あ
り
、
両
者
の
共
通
祖
本
が
存
在

し
た
可
能
性
は
低
い
と
は
言
え
な
い
。
つ
ま
り
、
佐
久
問
家
本
も
ま
た
、
こ
の

奥
書
を
他
本
か
ら
転
載
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
例

え
ば
、
こ
の
奥
書
が
な
ぜ
三
春
秋
田
家
本
に
は
な
い
の
か
等
と
い
っ
た
問
題
と

併
せ
て
、
佐
久
問
家
本
・
三
春
秋
田
家
本
の
考
証
に
よ
っ
て
追
究
さ
る
べ
き
課

題
で
あ
ろ
う
。
康
豊
本
の
考
察
を
目
的
と
す
る
本
稿
で
は
、
こ
の
問
題
は
こ
こ

ま
で
で
打
ち
切
っ
て
お
き
た
い
。

九
七



康
豊
本
『
平
家
物
語
』

の
諸
問
題

三
、
巻
一
本
文
の
問
題

　
次
に
、
康
豊
本
巻
一
の
本
文
に
つ
い
て
考
え
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
山
田

孝
雄
氏
以
来
、
康
豊
本
は
巻
一
に
「
堂
供
養
」
を
有
す
る
こ
と
を
重
要
な
特
色

と
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
時
に
は
妙
観
派
と
八
坂
流
と
の
交
流
な
ど
も
問
題
と
さ
れ

た
の
だ
が
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
そ
う
し
た
問
題
の
立
て
方
は
誤
り
で
あ
る
。

即
ち
、
康
豊
本
は
「
堂
供
養
」
の
み
を
取
り
入
れ
た
の
で
は
な
く
、
巻
一
全
体

が
八
坂
系
本
文
な
の
で
あ
り
、
要
す
る
に
巻
一
の
み
八
坂
系
の
本
を
取
り
合
わ

せ
た
、
取
り
合
わ
せ
本
文
な
の
で
あ
る
（
八
坂
系
の
中
で
は
、
如
白
本
・
両
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

院
本
な
ど
、
高
橋
貞
一
氏
の
所
謂
「
八
坂
系
丙
類
」
の
大
半
を
占
め
る
諸
本
、

　
　
　
　
＠

山
下
宏
明
氏
の
所
謂
「
八
坂
系
四
類
」
に
属
す
る
本
文
で
あ
り
、
本
稿
で
は
以

下
「
八
坂
系
四
類
」
と
呼
ん
で
お
く
）
。
も
ち
ろ
ん
取
り
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た

の
は
康
豊
本
の
親
本
の
段
階
で
あ
り
、
康
豊
本
は
一
つ
の
伝
本
と
し
て
の
外
形

が
一
応
整
っ
て
い
る
上
、
八
坂
系
四
類
本
文
の
巻
一
は
「
堂
供
養
」
以
外
に
は

一
方
系
と
比
べ
て
そ
う
大
き
な
異
同
は
な
い
の
で
、
取
り
合
わ
せ
と
気
付
か
れ

に
く
く
、
「
堂
供
養
」
だ
け
が
目
立
っ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。

　
し
か
し
、
子
細
に
本
文
を
見
れ
ば
、
例
え
ば
本
文
中
の
章
段
名
の
記
入
方
法

や
、
或
い
は
全
体
と
し
て
は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
の
本
文
の
中
で
、
尊
経
閣
本

巻
一
の
み
し
ば
し
ば
片
仮
名
を
交
え
る
と
い
っ
た
、
形
態
上
の
相
違
が
認
め
ら

れ
る
し
、
何
よ
り
も
、
本
文
内
容
自
体
に
相
違
が
あ
る
。
一
方
流
の
本
文
と
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

豊
本
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
（
以
下
、
一
方
流
本
文
は
覚
一
本
１
－
岩
波
新
大
系

に
よ
っ
て
示
す
が
、
葉
子
十
行
本
・
下
村
本
・
流
布
本
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

ま
た
、
康
豊
本
は
尊
経
閣
本
に
よ
っ
て
示
し
、
一
方
流
本
文
と
顕
著
な
相
違
を

示
す
部
分
に
傍
線
を
付
し
た
。
傍
線
部
は
八
坂
系
四
類
本
が
基
本
的
に
共
有
す

る
も
の
で
あ
る
）
。

¢
「
義
王
」
の
段
、
身
を
投
げ
よ
う
と
す
る
義
王
を
母
が
諌
め
る
場
面
。

　
・
覚
一
本
唯
な
が
き
世
の
や
み
こ
そ
心
憂
け
れ
。
今
生
で
こ
そ
あ
ら
め
、

　
　
後
生
で
だ
に
悪
道
へ
お
も
む
か
ん
ず
る
事
の
か
な
ツ
し
さ
よ
。

　
・
康
豊
本
　
但
長
よ
の
闇
こ
そ
可
心
憂
け
れ
。
阿
弥
陀
仏
は
一
念
十
念
を
不

嫌
、
十
悪
五
逆
を
も
不
捨
導
ん
と
の
悲
願
坐
す
。

四
十
八
の
大
願
の
中
に

第
三
十
五
願
に
は
、
殊
我
等
が
様
に
愚
擬
闇
鈍
の
者
を
以
て
導
ん
と
誓
ま

　
　
し
ま
す
。
然
は
彼
願
力
に
す
か
り
奉
て
、
三
尊
の
来
迎
に
預
ん
と
は
不
思

　
　
刊
。

　
「
殿
下
乗
合
」
の
段
、
基
房
が
参
内
途
中
で
平
家
の
報
復
に
会
う
場
面
。

　
・
覚
一
本
今
度
は
待
賢
門
よ
り
入
御
あ
る
べ
き
に
て
、
中
御
門
を
西
へ
御

　
　
出
な
る
。
猪
熊
堀
河
の
辺
に
、
六
波
羅
の
兵
ど
も
ひ
た
甲
三
百
余
騎
待
う

　
　
け
奉
り
（
以
下
略
）

　
・
康
豊
本
　
今
度
は
待
賢
門
よ
り
可
有
入
御
と
て
、
東
洞
院
よ
り
御
参
内
有

け
り
。
去
程
、
六
波
羅
の
兵
共
、

待
請
（
以
下
略
）

皆
甲
三
百
余
騎
、
二
条
堀
河
辺
に
て
奉



　
「
内
裏
煙
上
」
の
段
、
安
元
の
大
火
の
描
写
。

　
・
覚
一
本
樋
口
富
小
路
よ
り
、
火
出
来
て
、
辰
巳
の
風
は
げ
し
う
吹
け
れ

　
　
ば
、
京
中
お
ほ
く
焼
に
け
り
。
大
な
る
車
輸
の
如
く
な
る
ほ
む
ら
が
、
三

　
　
町
五
町
を
へ
だ
て
て
、
戌
亥
の
か
た
へ
す
ぢ
か
へ
に
と
び
こ
え
く
焼
け
ゆ

　
　
け
ぱ
、
お
そ
ろ
し
な
ン
ど
も
お
ろ
か
な
り
。
（
中
略
－
名
所
列
挙
）
是

　
　
を
始
て
、
昔
今
の
名
所
三
十
余
箇
所
、
公
卿
の
家
だ
に
も
十
六
箇
所
ま
で

　
　
焼
に
け
り
。
其
外
殿
上
人
・
諸
大
夫
の
家
々
は
し
る
す
に
及
ば
ず
。

　
・
康
豊
本
　
樋
口
富
小
路
辺
よ
り
火
出
来
て
、
乾
を
差
て
焼
に
け
る
。
一
中

　
　
略
１
１
名
所
列
挙
。
こ
の
中
に
も
異
同
多
し
）
昔
今
の
名
所
廿
余
箇
所
、

　
　
　
　
　
　
二

　
　
公
卿
の
館
共
十
六
箇
所
迄
焼
け
り
。
其
外
諸
大
夫
の
家
々
ハ
注
二
及
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ケ
シ
ク

　
　
折
節
巽
ノ
風
凛
シ
テ
、
車
輸
計
ナ
ル
烙
共
か
三
町
五
町
を
飛
越
く
焼

　
　
行
は
、
怖
し
な
と
も
愚
な
り
。

紙
幅
の
都
合
で
挙
例
が
少
な
く
、
ま
た
八
坂
系
四
類
本
の
本
文
引
用
は
省
略
す

る
が
、
康
豊
本
巻
一
が
全
体
と
し
て
一
方
流
本
文
で
な
い
こ
と
は
一
応
例
証
で

き
た
は
ず
で
あ
る
。

　
従
来
、
『
平
家
物
語
』
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
取
り
合
わ
せ
と
い
っ

た
想
定
が
や
や
軽
視
さ
れ
て
き
た
き
ら
い
が
な
い
で
も
な
い
。
し
か
し
、
島
津

　
　
＠

忠
夫
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
室
町
期
の
『
平
家
物
語
』
写
本
が
完
本

の
形
で
ば
か
り
存
在
し
た
と
い
う
保
証
は
全
く
な
い
わ
け
で
、
む
し
ろ
、
端
本

や
取
り
合
わ
せ
本
と
い
っ
た
形
態
が
し
ば
し
ば
発
生
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想

　
　
　
　
　
康
豊
本
『
平
家
物
語
』
の
諸
問
題

像
に
難
く
な
い
。
京
師
本
系
の
場
合
、
冒
頭
の
巻
一
を
欠
い
て
八
坂
本
で
補
っ

た
康
豊
本
と
、
末
尾
の
巻
十
一
後
半
以
降
を
欠
い
て
読
み
本
系
の
巻
十
二
で
補

　
　
　
　
＠

っ
た
大
島
本
と
が
、
好
一
対
を
成
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
場
合
、

た
ま
た
ま
欠
落
し
た
巻
冊
を
補
う
た
め
に
他
系
統
の
本
文
が
取
り
入
れ
ら
れ
た

に
過
ぎ
ず
、
作
者
の
意
図
や
「
語
り
」
の
問
題
に
結
び
っ
け
て
現
存
形
態
に
過

剰
な
意
味
を
付
与
す
る
こ
と
は
禁
物
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
八
坂
系
四
類
本
の
中
で
は
、
ど
の
本
が
康
豊
本
に
近
い
だ
ろ
う
か
。

山
下
宏
明
氏
『
平
家
物
語
研
究
序
説
』
で
は
、
八
坂
系
四
類
本
に
属
す
る
伝
本

は
、
Ａ
種
本
Ｈ
如
白
本
・
建
仁
寺
本
（
両
足
院
本
）
・
大
前
神
社
本
・
川
瀬
一

馬
氏
旧
蔵
本
（
中
京
大
学
図
書
館
現
蔵
Ｈ
請
求
記
号
・
貴
一
八
）
、
Ｂ
種
本
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

南
部
本
、
Ｃ
種
本
Ｈ
米
沢
本
と
、
三
種
六
本
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

諸
本
は
、
高
橋
貞
一
氏
の
指
摘
も
あ
る
よ
う
に
、
巻
一
の
記
事
配
列
に
特
徴
を

有
す
る
も
の
が
多
い
。
ま
ず
Ｂ
種
の
南
部
本
は
「
殿
下
乗
合
」
が
巻
末
に
あ
り
、

Ｃ
種
の
米
沢
本
は
「
義
王
」
が
殿
下
乗
合
の
後
に
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

『
平
家
物
語
』
諸
本
全
体
の
中
で
も
特
殊
な
も
の
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
編
集
上

の
錯
誤
と
言
え
よ
う
（
両
者
の
編
集
の
混
乱
の
原
因
は
関
連
し
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
）
。
ま
た
、
Ａ
種
本
の
中
で
も
如
白
本
は
他
本
と
同
様
の
「
堂
供
養
」

の
後
に
改
行
せ
ず
に
「
又
異
説
ニ
ハ
…
」
と
、
長
門
本
に
似
た
類
話
を
載
せ
、

中
京
大
本
（
川
瀬
一
馬
氏
旧
蔵
本
）
も
「
異
説
」
と
は
断
わ
ら
な
い
も
の
の
、

改
行
し
て
如
白
本
と
同
様
の
記
事
を
載
せ
る
。
以
上
の
よ
う
な
特
色
は
康
豊
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九



　
　
　
　
　
康
豊
本
『
平
家
物
語
』
の
諸
問
題

に
は
な
い
の
で
、
残
る
両
足
院
本
・
大
前
神
社
本
が
康
豊
本
に
近
い
と
言
え
る

わ
け
で
あ
る
。
両
本
の
本
文
は
、
細
部
で
は
康
豊
本
と
の
相
違
も
あ
る
が
、
尊

経
閣
本
の
前
述
異
本
注
記
に
関
し
て
、
異
本
注
記
で
な
い
方
（
本
行
）
の
本
文

が
こ
の
両
本
に
一
致
す
る
こ
と
が
多
い
の
は
注
目
さ
れ
る
。
特
に
、
九
オ
「
六

波
羅
様
と
た
く
ニ
ィ
　
朱
Ｖ
云
て
し
か
は
」
と
い
う
「
に
」
の
脱
落
が
、
両
足

院
本
も
「
六
波
羅
ト
タ
云
テ
シ
カ
ハ
」
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
（
大
前
神
社
本

は
］
一
」
あ
り
）
な
ど
は
、
康
豊
本
、
特
に
尊
経
閣
本
の
本
来
の
本
文
と
両
足

院
本
の
近
縁
性
を
物
語
る
。
康
豊
本
巻
一
は
八
坂
系
四
類
本
の
重
要
伝
本
の
一

つ
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

　
両
足
院
本
は
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
頃
の
書
写
と
見
ら
れ
、
少
な
く
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

そ
の
頃
に
両
足
院
本
の
本
文
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
と
い
う
。
ま

た
大
前
神
社
本
も
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
の
書
写
で
あ
り
、
こ
の
系
統
の

本
が
比
較
的
早
く
か
ら
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
康
豊
本
が
室
町
写
本

で
あ
る
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
わ
け
で
あ
る
。

四
、
「
三
善
康
豊
」

と
成
立
時
期
の
問
題

　
さ
て
、
最
後
に
最
も
重
要
な
問
題
が
残
っ
た
。
「
三
善
康
豊
」
の
素
姓
と
康

豊
本
の
成
立
時
期
の
問
題
で
あ
る
。
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
康
豊
に
つ
い
て

の
手
が
か
り
と
し
て
は
、
現
存
伝
本
に
存
す
る
署
名
な
ど
や
『
参
考
源
平
盛
衰

記
』
の
「
鎌
倉
本
、
問
注
所
上
野
介
三
善
康
豊
自
書
者
。
得
之
干
鎌
倉
、
故
称

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

之
Ｌ
と
い
う
記
述
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
他
、
先
に
触
れ
た
『
保
元
物
語
』

康
豊
本
（
鎌
倉
本
）
の
上
下
巻
の
奥
書
に
は
「
（
右
）
以
鎌
倉
相
承
院
本
写
之

畢
　
上
野
介
康
豊
」
と
あ
り
（
康
豊
本
『
平
治
物
語
』
も
ほ
ぼ
同
様
）
、
『
参
考

保
元
物
語
』
に
「
問
注
所
上
野
介
三
善
康
豊
手
書
。
而
鎌
倉
相
承
院
所
蔵
也
。

故
称
鎌
倉
本
」
と
言
わ
れ
る
の
も
明
ら
か
に
同
人
物
で
あ
ろ
う
。
康
豊
は
、
鶴

岡
八
幡
宮
の
供
僧
で
古
院
家
の
一
つ
で
あ
る
鎌
倉
相
承
院
所
蔵
の
『
保
元
物

語
』
『
平
治
物
語
』
を
借
り
て
写
し
、
そ
の
本
が
後
に
再
び
相
承
院
に
納
め
ら

れ
た
わ
け
だ
か
ら
、
鎌
倉
の
人
で
相
承
院
と
深
い
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え

る
。
し
か
し
、
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

　
問
注
所
と
三
善
氏
に
つ
い
て
は
歴
史
学
の
方
面
で
研
究
が
進
ん
で
お
り
、
今

　
ゆ
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
ゆ

谷
明
・
新
田
一
郎
・
湯
山
学
・
佐
藤
博
信
等
の
各
氏
に
よ
り
、
詳
細
な
検
討
が

な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
論
文
、
と
り
わ
け
湯
山
氏
の
論
に
よ
り
っ
っ
、
ご

く
簡
単
に
記
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。
三
善
氏
は
三
善
康
信
以
来
、
鎌

倉
幕
府
問
注
所
の
執
事
を
務
め
、
そ
の
後
衣
同
で
あ
る
三
善
姓
太
田
氏
・
町
野
氏

等
も
問
注
所
に
勤
務
し
た
の
で
、
「
問
注
所
」
は
氏
の
名
と
も
な
っ
た
。
室
町

時
代
鎌
倉
府
で
は
、
公
方
氏
満
以
後
、
問
注
所
執
事
の
座
を
二
階
堂
氏
に
奪
わ

れ
た
が
、
そ
の
後
も
古
河
公
方
の
近
臣
な
ど
と
し
て
勤
仕
し
、
後
北
条
氏
の
領

国
支
配
に
も
吏
僚
と
し
て
登
用
さ
れ
た
。
中
に
は
鎌
倉
や
鶴
岡
八
幡
宮
と
の
関

係
を
有
す
る
人
物
も
散
見
さ
れ
る
　
　
等
で
あ
る
。
ま
た
、
室
町
時
代
の
問
注

所
は
本
来
の
機
能
を
失
い
、
文
書
・
記
録
の
単
な
る
保
管
所
と
な
っ
て
い
っ
た



こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
し
て
み
れ
ば
、
「
鎌
倉
問
注
所
」
に
所
属
し
、
相
承

院
な
ど
か
ら
本
を
借
り
て
は
『
平
家
物
語
』
や
『
保
元
物
語
』
『
平
治
物
語
』

を
書
き
写
し
た
「
上
野
介
三
善
康
豊
」
な
る
人
物
が
い
て
、
そ
の
一
部
が
「
問

注
所
蔵
書
」
と
な
る
と
い
う
経
緯
は
、
十
分
有
り
得
る
こ
と
と
う
な
ず
け
る
。

三
善
氏
に
は
、
康
信
を
始
め
代
々
「
康
」
字
を
名
乗
る
者
が
多
く
、
「
康
豊
」

の
名
も
そ
の
末
蕎
を
思
わ
せ
る
。

　
し
か
し
現
在
、
「
三
善
康
豊
」
の
名
は
前
掲
の
資
料
以
外
に
は
発
見
で
き
な

い
。
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
や
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
三
善
項
は
、
康
信
－

康
俊
　
康
持
　
康
政
（
康
宗
）
の
四
代
を
記
し
た
後
「
こ
れ
よ
り
以
後
十
余
代

系
譜
断
絶
す
」
と
記
し
、
十
六
世
紀
後
半
か
ら
町
野
や
布
施
を
名
乗
る
子
孫
の

系
譜
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
前
掲
の
諸
氏
の
論
に
導
か
れ
て
筆
者
が
調
べ

た
諸
史
料
の
中
に
も
「
康
豊
」
の
名
は
見
出
せ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
頃
の

史
料
に
疎
い
筆
者
の
調
査
不
足
も
あ
ろ
う
が
、
湯
山
氏
が
「
問
注
所
は
そ
の
本

来
の
機
能
が
、
日
記
・
記
録
・
証
券
等
の
作
成
・
保
存
に
あ
る
た
め
、
そ
の
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

員
が
当
事
者
と
し
て
記
録
・
文
書
類
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
三
善
康
豊
の
み
な
ら
ず
、
室
町
時
代
問
注
所
の
三
善
一
族
の
消

息
を
探
る
こ
と
自
体
、
中
々
困
難
な
課
題
の
よ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
「
鎌
倉
問
注
所
蔵
書
」
な
る
表
現
に
こ
だ
わ
れ
ば
、
康
豊

本
は
、
一
応
、
鎌
倉
府
問
注
所
が
存
在
し
て
い
る
問
に
書
き
写
さ
れ
、
そ
の
蔵

書
と
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
と
は
い
え
、
鎌
倉
の
問
注
所
が

　
　
　
　
　
康
豊
本
『
平
家
物
語
』
の
諸
問
題

実
際
に
い
っ
ま
で
存
在
し
た
か
を
確
定
す
る
こ
と
も
容
易
で
は
な
い
の
だ
が
、

次
の
よ
う
に
考
え
て
み
た
い
。
康
豊
本
成
立
の
上
限
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
通

り
、
京
師
本
の
上
限
に
連
動
し
て
十
五
世
紀
中
期
ま
で
は
遡
ら
な
い
と
見
ら
れ

る
が
、
一
方
、
鎌
倉
府
は
康
正
元
年
二
四
五
五
）
、
今
川
範
氏
の
攻
撃
に
よ

る
足
利
成
氏
の
逃
亡
を
以
て
滅
亡
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
前
後
の
鎌
倉
は
、
永
享

の
乱
（
一
四
三
八
一
や
上
杉
房
顕
の
退
去
（
文
明
九
年
Ｈ
一
四
七
七
）
を
経
て

急
速
に
衰
退
に
向
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
、
三
善

康
豊
が
『
平
家
物
語
』
『
保
元
物
語
』
『
平
治
物
語
』
を
次
々
と
書
写
し
、
問
注

所
蔵
書
と
し
て
保
存
し
た
と
す
れ
ば
、
統
治
能
力
を
失
っ
た
鎌
倉
府
の
余
光
の

も
と
に
問
注
所
が
な
お
か
ろ
う
じ
て
存
続
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
と
想
像
さ
れ

る
わ
け
で
あ
る
。

　
右
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
北
条
早
雲
が
三
浦
義
同
を
逐
っ
て
鎌
倉
に
入
っ
た

永
正
九
年
（
一
五
二
一
）
が
下
限
の
一
つ
の
目
安
と
な
り
そ
う
に
も
思
わ
れ
る

の
だ
が
、
そ
れ
も
簡
単
で
は
な
い
よ
う
だ
。
前
記
の
よ
う
に
三
善
姓
の
流
れ
に

は
「
問
注
所
」
氏
を
名
乗
っ
た
一
族
も
あ
る
。
尊
経
閣
本
巻
一
見
返
し
の
「
鎌

倉
問
注
所
蔵
書
」
と
の
表
現
は
役
所
と
し
て
の
問
注
所
を
指
す
よ
う
に
見
え
る

し
、
鎌
倉
周
辺
で
当
時
「
問
注
所
」
氏
を
名
乗
っ
た
例
は
未
見
だ
が
、
『
参
考

源
平
盛
衰
記
』
等
の
「
問
注
所
上
野
介
三
善
康
豊
」
と
の
表
現
は
、
氏
の
名
な

い
し
実
務
を
離
れ
た
固
有
の
通
称
と
も
と
れ
な
く
は
な
い
。
そ
の
よ
う
に
考
え

れ
ば
問
注
所
の
存
廃
は
決
定
的
な
条
件
で
は
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一



　
　
　
　
　
康
豊
本
『
平
家
物
語
』
の
諸
問
題

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
三
善
一
族
に
は
後
北
条
氏
に
仕
え
た
者
も
少
な
く
な
い

よ
う
で
、
そ
の
中
に
は
天
文
元
年
；
十
年
（
一
五
三
二
－
四
一
）
頃
、
鶴
岡
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

幡
宮
の
造
営
に
携
わ
っ
た
太
田
正
勝
等
も
い
る
。
さ
ら
に
、
京
師
本
自
体
の
成

立
を
や
や
遅
い
目
に
見
積
っ
た
場
合
、
後
北
条
の
鎌
倉
制
圧
以
前
と
い
う
想
定

で
は
時
問
が
や
や
足
り
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
下
限
は

次
第
に
下
っ
て
ゆ
く
の
だ
が
、
し
か
し
、
秀
吉
の
小
田
原
攻
め
（
天
正
十
八
年

１
１
一
五
九
〇
）
ま
で
下
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
時
代
を
下
ら
せ
れ
ば
下
ら
せ

る
ほ
ど
尊
経
閣
本
の
書
写
年
代
の
鑑
定
と
は
食
い
違
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

康
豊
本
巻
一
が
十
六
世
紀
前
半
に
存
在
し
得
た
本
文
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通

り
で
あ
る
。

　
以
上
、
状
況
証
拠
と
も
言
え
な
い
よ
う
な
材
料
に
よ
っ
て
甚
だ
不
安
定
な
推

測
を
重
ね
、
確
実
な
断
定
に
は
程
遠
い
け
れ
ど
も
、
お
お
よ
そ
十
五
世
紀
末
期

か
ら
十
六
世
紀
中
頃
と
い
う
推
定
が
、
現
段
階
で
は
一
応
穏
当
な
も
の
と
思
わ

れ
る
わ
け
で
あ
る
。

終
わ
り
に

　
以
上
、
ど
の
問
題
に
っ
い
て
も
不
十
分
な
考
察
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
康

豊
本
に
関
す
る
理
解
を
多
少
深
め
る
こ
と
は
で
き
た
か
と
思
う
。
最
初
に
述
べ

た
よ
う
に
、
現
在
の
筆
者
の
康
豊
本
に
対
す
る
関
心
は
、
同
本
が
京
師
本
の
成

立
年
代
を
確
定
す
る
最
も
有
力
な
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
本
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

が
そ
の
意
味
で
芳
し
い
成
果
を
あ
げ
た
と
は
と
て
圭
言
え
な
い
が
、
右
に
述
べ

て
き
た
推
論
が
も
し
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
京
師
本
は
遅
く
と
も
十
六
世
紀
中

頃
に
は
既
に
何
度
も
書
き
写
さ
れ
て
幾
つ
も
の
写
本
を
生
じ
、
中
に
は
端
本
も

発
生
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
京
師
本
の
成
立
を
、
そ
し

て
葉
子
十
行
本
や
下
村
本
本
文
の
成
立
を
、
ひ
い
て
は
一
方
流
の
「
語
り
」
と

本
文
の
関
わ
り
を
解
き
明
か
し
て
ゆ
き
た
い
と
い
う
の
が
筆
者
の
遥
か
な
狙
い

で
あ
る
わ
け
だ
が
、
目
標
は
な
お
遠
く
、
足
元
は
な
お
定
ま
ら
な
い
。
三
善
康

豊
に
関
す
る
史
料
の
発
見
を
念
じ
て
筆
を
お
く
こ
と
と
す
る
。

注
０
　
京
師
本
系
伝
本
研
究
の
意
義
に
つ
い
て
の
筆
者
の
考
え
は
、
拙
稿
「
京
師
本
『
平

　
家
物
語
』
の
位
置
　
　
一
方
流
伝
本
研
究
の
一
視
点
　
　
」
（
山
下
宏
明
氏
編
『
軍

　
記
物
語
の
生
成
と
表
現
』
所
収
予
定
）
に
述
べ
た
。

　
　
『
平
家
物
語
考
』
（
一
九
一
一
年
）
四
〇
頁
以
下
。

　
　
特
に
『
保
元
物
語
』
で
は
一
般
に
鎌
倉
本
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
犬
井
善

　
寿
氏
『
鎌
倉
本
保
元
物
語
』
解
題
（
伝
承
文
学
資
料
集
第
八
輯
、
三
弥
井
書
店
一
九

　
七
四
年
）
は
、
別
系
統
の
本
文
で
あ
る
中
巻
を
含
む
三
巻
全
体
を
鎌
倉
本
と
呼
ぶ
の

　
は
と
も
か
く
、
上
下
巻
は
康
豊
本
と
呼
ぶ
べ
き
だ
と
す
る
。
傾
聴
す
べ
き
意
見
と
言

　
え
よ
う
。

＠
　
『
平
家
物
語
諸
本
の
研
究
』
（
富
山
房
一
九
四
三
年
）
四
三
頁
以
下
。

＠
　
『
平
家
物
語
の
基
礎
的
研
究
』
（
三
省
堂
一
九
六
一
年
）
六
二
頁
・
八
四
頁
以
下
。

＠
　
『
平
家
物
語
研
究
』
（
角
川
書
店
一
九
六
四
年
）
四
〇
四
頁
以
下
。

¢
　
『
平
家
物
語
の
生
成
』
（
明
治
書
院
一
九
八
四
年
）
一
〇
九
頁
以
下
。



＠
　
『
新
版
絵
入
平
家
物
語
（
延
宝
五
年
本
）
巻
五
』
一
和
泉
書
院
一
九
八
七
年
）
解
説
。

　
前
掲
注
ー
の
拙
稿
参
照
。

＠
内
裏
に
納
め
ら
れ
た
「
雲
井
本
」
に
ま
つ
わ
る
伝
承
は
『
平
家
勘
文
録
』
に
共
通

　
し
、
近
来
問
題
と
さ
れ
て
い
る
尼
崎
大
覚
寺
文
書
の
「
室
町
殿
進
上
」
と
の
比
較
も

　
興
味
深
い
。
兵
藤
裕
己
氏
「
覚
一
本
平
家
物
語
の
伝
来
を
め
く
っ
て
　
　
室
町
王
権

　
と
芸
能
　
　
」
（
『
平
家
琵
琶
　
　
語
り
と
音
楽
　
　
』
一
九
九
三
年
）
、
砂
川
博
氏

　
「
尼
崎
大
覚
寺
文
書
・
琵
琶
法
師
・
中
世
律
院
」
一
北
九
州
大
学
文
学
部
紀
要
四
八
号
、

　
一
九
九
三
年
十
二
月
）
参
照
。

◎
同
本
及
び
三
春
秋
田
家
旧
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
則
郎
氏
「
三
春
秋
田
家
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
ぼ
　
二

　
『
平
家
物
語
』
写
本
二
種
」
（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
報
・
本
這
子
一
四
巻
三
号
、
一

　
九
八
九
年
十
月
一
、
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
平
家
物
語
』
関
係
マ
イ
ク
ロ
資
料
解

　
題
」
４
４
項
（
村
上
学
氏
編
『
平
家
物
語
と
語
り
』
二
一
一
頁
。
志
立
正
知
氏
執
筆
項

　
目
）
に
よ
る
紹
介
が
あ
る
。
な
お
両
本
の
調
査
に
あ
た
り
、
鈴
木
・
志
立
両
氏
か
ら

　
大
変
懇
切
な
御
教
示
を
頂
い
た
。
記
し
て
謝
す
。

＠
　
東
北
大
学
附
属
図
書
館
・
丙
Ａ
／
１
－
１
／
８
２
－
５
６
。
別
冊
を
含
め
十
三
冊
の
完

　
本
。
箱
書
に
「
実
季
公
御
筆
」
と
あ
る
。
筆
者
は
未
だ
実
季
の
筆
跡
の
検
討
を
行
っ

　
て
お
ら
ず
、
実
季
真
筆
か
否
か
の
判
定
は
で
き
な
い
が
、
江
戸
初
期
頃
の
書
写
と
見

　
ら
れ
、
実
季
の
時
代
の
も
の
と
見
る
こ
と
は
十
分
可
能
と
思
わ
れ
る
。

＠
　
高
田
信
敬
氏
「
（
研
究
余
滴
）
押
発
装
の
こ
と
　
　
書
誌
学
酢
豆
腐
謂
　
　
」
（
鶴

　
見
日
本
文
学
会
報
二
三
号
一
九
八
八
年
六
月
）
。
藤
井
隆
氏
『
日
本
書
誌
学
総
説
』

　
（
和
泉
書
院
一
九
九
一
年
）
に
よ
れ
ば
「
筋
押
え
」
。
ち
な
み
に
尊
経
閣
蔵
康
豊
本
に

　
も
押
発
装
あ
り
。

＠
　
三
春
秋
田
家
本
の
「
一
部
之
外
」
は
宗
論
・
剣
の
み
か
ら
成
り
、
鏡
は
巻
十
一
の

　
中
に
、
願
文
・
延
喜
聖
代
は
巻
五
の
末
尾
に
収
め
る
。
願
文
・
延
喜
聖
代
の
扱
い
は

　
中
途
半
端
な
印
象
が
あ
り
、
一
旦
抽
出
し
た
も
の
を
何
ら
か
の
事
情
で
本
巻
に
戻
そ

　
う
と
し
た
が
本
来
の
位
置
に
戻
し
き
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。

＠
秋
田
実
季
の
生
涯
に
つ
い
て
は
『
安
東
・
秋
田
氏
展
』
（
三
春
町
歴
史
民
俗
資
料

　
館
一
九
八
五
年
）
を
参
考
と
さ
せ
て
頂
い
た
。

＠
　
高
橋
氏
前
掲
注
４
書
。

◎
　
山
下
氏
『
平
家
物
語
研
究
序
説
』
三
七
四
頁
以
下
「
八
坂
系
第
四
類
諸
本
の
研

　
究
」
。

＠
　
島
津
氏
「
三
道
に
い
わ
ゆ
る
平
家
の
物
語
　
　
能
作
者
の
庖
厨
に
は
と
ん
な
平
家

　
物
語
が
あ
っ
た
か
　
　
」
（
芸
能
史
研
究
一
一
四
号
、
一
九
九
一
年
七
月
）
。
但
し
同

　
論
文
で
は
取
り
合
わ
せ
と
混
態
の
問
題
が
同
様
に
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
意
図

　
的
な
混
態
本
文
作
成
と
一
部
の
巻
冊
の
欠
落
に
よ
る
取
り
合
わ
せ
と
は
概
念
的
に
区

　
別
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

＠
　
天
理
図
書
館
蔵
、
目
録
番
号
九
八
○
、
請
求
記
号
二
一
〇
・
三
ー
イ
四
七
。

ゆ
筆
者
は
、
如
白
本
・
中
京
大
本
・
米
沢
本
・
南
部
本
は
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
、

　
ま
た
大
前
神
社
本
は
國
學
院
大
学
蔵
の
、
各
々
マ
イ
ク
ロ
資
料
に
よ
っ
た
。
両
足
院

　
本
は
『
両
足
院
本
平
家
物
語
』
（
臨
川
書
店
・
一
九
八
五
年
）
に
よ
っ
た
。
な
お
、

　
こ
れ
ら
の
本
に
つ
い
て
千
明
守
氏
か
ら
種
々
教
示
を
頂
い
た
。
記
し
て
謝
す
。

＠
　
高
橋
氏
前
掲
注
４
書
、
一
七
五
頁
以
下
。

ゆ
前
掲
『
両
足
院
本
平
家
物
語
』
解
説
一
池
田
敬
子
氏
一
参
照
。

ゆ
　
今
谷
氏
『
室
町
幕
府
解
体
過
程
の
研
究
』
（
岩
波
書
店
一
九
八
五
年
）
。

ゆ
新
田
氏
「
「
問
注
所
氏
」
小
考
－
太
田
氏
を
中
心
に
　
　
」
一
遥
か
な
る
中
世
八

　
号
、
一
九
八
七
年
九
月
）
。

＠
　
湯
山
氏
「
相
模
国
東
郡
岡
津
郷
の
領
主
太
田
越
前
守
宗
貞
を
め
ぐ
っ
て
」
（
戦
国

　
史
研
究
七
号
、
一
九
八
四
年
二
月
）
、
「
江
戸
城
代
遠
山
氏
と
そ
の
一
族
　
　
後
北
条

　
氏
領
国
の
展
開
過
程
と
関
連
し
て
　
　
」
（
戦
国
史
研
究
一
九
号
、
一
九
九
〇
年
二

　
月
）
、
「
鎌
倉
府
と
問
注
所
執
事
三
善
氏
」
一
鎌
倉
六
八
号
、
一
九
九
二
年
一
月
）
な

　
ど
。

＠
　
佐
藤
氏
「
『
快
元
僧
都
記
』
の
世
界
像
　
　
戦
国
期
の
都
市
鎌
倉
の
理
解
の
た
め

康
豊
本
『
平
家
物
語
』

の
諸
問
題

〇
三



康
豊
本
『
平
家
物
語
』

の
諸
問
題

　
に
ー
」
（
日
本
歴
史
五
二
三
号
、
一
九
九
一
年
一

ゆ
　
湯
山
氏
前
掲
注
２
５
鎌
倉
六
八
号
所
載
論
文
。

ゆ
　
湯
山
氏
同
右
論
文
・
佐
藤
氏
注
２
６
論
文
参
照
。

二
月
）
。

一
〇
四
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